






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































2．広告予算の適正確保 1．995 1．860 2I060 1．583
5Z0 54．7 60－0 472
3．広告宣伝費の合理化施策 1．808 1．640 ユ、820 1．389
53．5 48．8 5Z0 μ．4
4． パブリシティヘの ユ．719 1，869 1．896 ユ．833
積極取組み 65，3 60．7 62．5 58，3
5．企業広告への取組み ユ．53ユ 1．131 1，104 1．000
40，8 34．5 33－3 30－6
6． マス広告積極活用への ユ．500 2．619 2，042 1．139
取組み 3＆8 41．7 50－0 30－6
7．広告効果測定への取組み 1．389 ユ、535 ユ．360 1，778
50－0 53．5 54．0 52－8
8． 地域広告展開への取組み 1．362 1I595 1，646 ユ．528
42．9 48．8 50－0 472
9．広告表現の開発 1．131 1．419 1．120 ユ．833
38－9 477 40－0 5＆3
10． チャネルプロモーション 1．066 ユ．226 1I063 1．444
への取組み 31，6 3a9 31．3 44．4
11．生活情報広告の表現開発 1．026 1．ユ07 0，896 1．389
への取組み 31．6 32－1 29－2 361
12．広告表現と社会性の適合 1．000 1．012 0，938 1．ユユユ
チェック 34．2 34．5 354 33－3
13． トップとの意志疎通強化 0．990 O，895 0．800 1．028
30－3 25．6 24．0 2718
ユ4． トータルマーケティング 0．899 1．070 1．340 ユ．083
機能への参画強化 2＆8 3Z6 32－0 3＆3
ユ5．広告活動と企業政策の一致 0．869 O．837 0．880 O，778
273 256 260 25－0
16．商品事業部との連携強化 C，763 O．58ユ O．660 0．472
21．7 163 160 167
17． プレミアムプロモーション O，740 O．976 ユ．27ユ 0．583
への取組み 20－9 2＆6 375 167
18、環境・消費者問題への 0．694 0．774 O．77ユ 0．778
取組み 32．1 34．5 31．3 3＆9
19、 ダイレクトマーケテイング 0．617 0．202 0．083 0．36ユ
への取組み 20－4 60 42 83
20． イベントプロモーション O．612 O．393 O．396 0．389
への取組み 21．4 14．3 250 13－9
2ユ．広告代理店の選別と連携 O．545 0，605 0．640 0．556
強化 2玖2 267 3α0 22－2
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22．全社的広報部門との連携 O，540 O．349 O．240 O．500
強化 20．2 11．6 1α0 13．‘
23． ライフスタイル戦略への O，515 O．464 0，333 0．639
取組み 18－9 1a7 12－5 22．2
24．企業P　Rイベントヘの O，495 0．405 0．542 0．222
取組み 19－4 179 250 ＆3
25． ロコミ戦術への積極取組み O．485 0．583 O，521 O．667
18－9 22．6 1a7 30－6
26．広告有用情報の収集強化 O．444 O．512 O．460 0．583
15－7 19－8 20－0 19－4
27．広告スタッフの教育強化 O．374 O．407 0．300 O．556
177 20－9 1a0 278
28．広告組織の機能明確化 O，338 0．163 0，200 0．111
14．1 8－1 ＆0 ＆3
29、商品広告・企業広告 O．298 O．291 O，340 0．222
予算配分 11．6 11，6 1λ0 11．1
30、 C　Iプログラムヘの取組み O．276 O．226 O，042 O，472
9．2 711 4．2 11．1
3ユ．比較広告への取組み O．194 0．262 O．146 O．417
611 71 12－5 11．1
32．ニューメディアヘの積極 O，133 0．107 OI167 0，028
取組み 5．6 60 ＆3 λ8
33．広告部門人員数の適正確保 O．086 O．047 0．080 ’a1 λ3 4．0 一
34．広告部門の職務拡大への OIC86 O．ユ16 C．140 0．083
対応 3－5 3－5 4．0 2－8
39
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　13〕平成6年の広告・販促会社の社長訓示
　広告会社及び販促会社を対象にし（調査要領参照）「平成6年年頭での貴社
社長訓示の方針を下記に簡単にコメントして下さい」と質問し，総合広告会社，
販促会社より下記のような回答を得た（下掲調査要領参照）。
偶査要領】
調査目的：乎成不況といわれる厳しい広告環境の今日，平成6隼に向けての薬界全体の
　　　　　動向をマクロ的に把握し，広告・販促会社など，個々の事業経営の位置付け
　　　　　と進路の判断に，基本的な参考とすることを目的とする。
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調査対象：広告業界の年問取扱高からみて上位百社の広告会社を中心に，それに加えて
　　　　　AD懇談会加盟の有力関係広告会社等を対象に含む。合計262社の広告会社・
　　　　　販促会社・制作会社の経営者・管理者宛に調査票を郵送。
調査期日：平成6年1月8日一平成6年2月3日。
調査回答：有効回答89社，回答率34．O％。なお回答はFAX．返信による。
調査主体：監修＝早稲田大学藺学都教授　小林太三郎
　　　　　実施昌A　D懇談会事務局長　野中信一
フェースシート：有効回答総数89社＝100％構成。
総合広告会社（小計）
　　Aグループ（取扱高370億円以上）
　　Bグループ（〃130－340億円）
　　Cグループ（φ60－128億円）
　　Dグループ（410－50億円）
　　Eグループ（東阪名エリア以外の地方広告会社）
62社
13
13
13
13
10
各種販促会社（小計）
　　大規模グループ　（取扱高36億円以上）
　　申小規模グループ（取扱高33，6億円以下）
27社
13
14
総合広告会社
Aグルーブ
1．本年半ばから，日本経済も広告界も回復基調に転ずる。夢を描き自信と勇気を持っ
　て，競カ泄の夢を実現しよう。
2．広告は生活者の暮らしを明るく楽しいものにするために，企業との橋渡しをする仕
　事であ私気分を一新し，明るい将来に目を向けて努力したい。
3．社が質の仕事へ変貌していく“イノベーション元年”としたい。広告コミュニケー
　ションの会社として，萬価を発揮する年だ。
4．これまで培ってきた良質なコミュニケーション・ノウハウを一層向上させ，時代の
　二一ズに応え私と同時に未来を見通し，新しい価値を創遣する。
5．立志と着手。
6．11〕四媒体の重視強化と確保を，（2聡合マーケティング進展と成長を，（3〕情報システ
　ムの構築を。
7．まごころをもづて顧客に本物のサーピスを提供し，もう一歩前進しもう一段深く掘
　り下げることによって，自らを変えて新しい転機を求めよう。
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8．三つのキーワードでチャレンジ邊
　　Creativity．Co1－aboration，Confidence．
9．売上げ増のための具体的施策，広告会社サービスの基本を再確認，交通広告の効果
　の実証，経費：原価の見直し。
1O．営業体質のレベルアッブと効率的な要員計画。
ユユ．（1〕競合激化に対処するための企業体力の強化。
　　（2階業戦略体側の確立。
　　（3〕ポスト不況を見据えた申規展望の明確化。
12．経営環境の激変に柔軟に対応し，お客様第一に徹し，競争激化に打ち勝つ。
13．既存クライアントの掘り下げと新規開拓，常に新しいものへの挑戦6
Bグループ
1．企業とその存在意義について。
2．開発体制の強化と推進，利益の出る体質の強化，人事の抜本的改革，日常業務の合
　理化。
3．売上げ確保と経費の節減を図り，足元を固める。
（1）新規市場の開発，（2〕生産性の向上，／3〕コミュニケーションの円滑化。
4．l1）利益重視，12〕CS一広告主サイドに立ったサーピス提供の重視。
5．エンドユーザーの情報受信を徹底分析し，コミュニケーション機能を使い分け，ク
　ライアント・サービスを深耕。
6、（ユ傭報の共有，加工，活性化によるクライアント・サービスの充実。
　　（2〕営業利益の拡大。
7．変化への挑戦と対応。
8．目標達成に向けて，社員一人一人が原点に戻り明るく楽しく仕事をしよう。
9．より高い目標に向かって努力し達成することが，何よりも白信■となり力となる。混
　沌とした時代こそ伸びるチャンスも大きい。
10．取扱高低迷下での経営健全化と将来への布石。
Cグループ
1、全社員一丸となって売上・利益の拡大を図り，社員の生活の安定を目指丸
2、人より一歩先を歩もう。
3、ωリエンジニアリング（仕事を墓本から見直し，かつ足元を固める）、
　　（2〕行動面では明るく振る舞う。
　　／3胴別健康管理の徹底。
4．（1〕創業の基本精神を忘れるな籟
　　（2床来を見据えて，不況下でも頑張ろう。
　　13〕杜員一人一人が自己研鑑を怠るな，会社もバソクアップする。
5．新分野での得意先拡大と新企画の艦進。
6．時代の空気に流されず，明るく前向きに，原点に返った営業活動。
？、30年計画のスタートの隼。各都・各白，目標に向かって努力を。
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8．外部クライアントの獲得ならびに取扱い業務の拡大。（ハウスエージェンシーのた
　め）。
9．心機一転して新しい発想を持ち，各人の目標を確立する。
10、元気で，前向きに。
ユユ．質の向上チームワークの強化，新規アカウント獲得のチャンス。
Dグループ
1．“道”に迷ったり不安を感じた時は，出発点に戻して再スタートするのが，最善の
　解決策である。
2．クライアント・二一ズの的確な把握と，適切機敏な対応。
3．厳しい経済環境ではあるが，関西地区での景気回復は一歩早いだろう。好棲に向け
　て頑張ろう。
4．本業重視，新規重点。
5．巌しい経済状況の中で，質の高い仕事でクライアント・サービスを徹底し，景気回
　復に備える。
6．前年並みのアカウントを獲得，入りを増やして出を制す。
7．社貫各自が全員10％能率を向上させることを目指す。
8．（1断規クライアントの獲得，（2僕務のイノベーション，13粗内外でのコミュニケー
　ションの徹底。
9．目標を持ち，積極的に行動する鉋
10．11溺状の業容から2－3隼スパンで，多角進出の必要性。
　　12）そのための体制の改革。
　　13〕4月新年度スタートに備える助走の必要性。
11．不採算部門からの徹退。
12．ぬるま湯からの脱出と自己反省。
ユ3．l1〕個々人の能力開発のための教育投資，（2源点に戻り攻撃的営業展開，（3〕とにかく
　明るく元気を出そう。
Eグループ
1．（ユ断規犬型クライアントヘの進出，12〕システム化の確立，（3〕トータル人事制度の確
　立。
2．不景気のせいにしても何も生れない。プラス思考で行こう。原点に帰って，クライ
　アントに役立てる方法を見つめ直そう。
3．厳しい現状を常として考える。能力を磨き，各人の仕事範囲を増やせ。リストラも
　ありうる。
4．墓本を大切にし，足腰の強い営業活動を。いま取組んでいる新しい專業分野を育て
　る。杜の動きを見定めよ。苦況打開の努力の中から，次のものが見えてくる。
5．創業O周年という節目の年であり，年商O億円体制の確立に向けて，社員一人一人
　のレベルアップを求めたい。
6．（1政治経済のターニングポイントを認識。
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　　（2〕既成の路線，思考の延長では無能化。
　　13）この時代の生き残りのためには，まずよく考えること。
　　（4）ピンチは，新企画のチャンスである。
　　（5〕新しいことをやるには，合理約とパワーが必要である。
7　全員による徹底サービス，倹約，誠意・熱意，創意工夫。
8　「基本に帰れ」“お客様第一’’の考え方と行動。足を使って顔を売り込む。足を使っ
　て心を通わせる。
9　よりスポンサーサイドの営業，企画まで踏み込み，惰報主体のSP企画を重点的に
　開発する。
10　クライアントの立場になり，売上を上げるための提案をしていく。
SP会社等
大規模グループ
1．新しいビジネスチャンスを求めて。
2．景気の動向はどうあれ，独自の商品開発を！
3．（1〕プロを目指せ。
　　12）現状の延長線上に解決策はない。現状を見据えた的確な行動を。
4．攻めの営業，惰報システムの再構築，など。
5．業務改革を継続し，足腰の強い企業体質を目指そう。
6、経済不況に怯まず，一陽来復を期待。好機に備えて企業能力を高めよう。
7一組織が生き残るためには，大胆な整理と個性的な創造心が必要である。管理者全員，
　経営参画の意識のもと，自分たちで建てた計画値を達成させる。
8一コスト意識，原点見直し（旧客点検），新規計画。
9．／ユ〕規制緩和，不況中チャンスとして捉えよう。
　　（2〕心機一転，「築く心」
中小規模グループ
1一ユ）国内外の情勢の変化，価値観の変化など，時代を読む力。
　　（2〕競争力のあるモノと晶質の追求，とくにコスト圧力下での品質の追求。
2．粋にかっこよく，本年も頑張ろう。
3．定収増益体質の強化。
4一（1噺規クライアントの獲得，12〕他企業との積極的業務提携，（3〕組織機構の体系的見
直し。
5、原点回帰。経営戦略方針は現状のまま，個人の能カアップ，クライアントヘの企画
立案で他社に勝つ。
6．経費節滅，売上増進。
7、厳しい時こそチャンスあり。
8一クリエイティブ・プロダクションの立場として，制作者が今どういう立場にあり，
どう行動すべきか（という内容）。
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9　頭と身体を使って，現状を打破する。
10　大海の申の小舟が，さらに竜巻に突入しようとしている。全員心を一つにして桑り
　切ろう。
1ユ感催の前に知性を持つこと。一芸で勝負するのではな＜，少なくともあと一つ芸を
　持つこと（たとえばクリエイティブ十金融・証券知識など）。
ユ2　「提案営業」
　米国の広告主，わが国の広告主・工一ジェンシーなどの広告及び広告関連間
題を上述のものから理解されたい。現代広告コミュニケーション，プロモー
ション，マーケティング・コミュニケーションの一層の高質化，洗練化を計る
上での主な留意点の検討にこれらが役立てば幸いである。
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　λdwr腕閉gλ著舳α邊∫｛Labbock，TX－Texas　Tech　Press，ユ965〕．17
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